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主題設定の理由

＜児童の実態と教師の願いから＞

児童に様々な運動遊びに
親しんでほしい

＜新体力テストの結果から＞
体力の伸びは少ない
基礎的な技能の不足

＜現代的課題から＞
運動の楽しさや喜びを味わわせ、

豊かなスポーツライフを送れる力の育成

研究主題
主体的に運動に親しみ、

力いっぱい取り組む児童の育成

目指す児童像
〇自分のめあてに向かって進んで運動する子
〇力いっぱい運動し、最後まであきらめない子
〇運動の基礎的な技能を身につけ活かせる子



仮説１
多様な運動に触れる全校運動や運動行事を
推進することで、児童が運動に親しむことが
できるであろう。

研究の仮説

仮説２
運動の特性に触れ、楽しんで運動に取り組める
授業を工夫することで、児童が運動に力いっぱい
取り組めるであろう。
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授業研究部

第１学年 「表現リズム遊び」 令和２年９月１７日

単元名 「リズムにのってダンシング！どうぶつにへんし～ん」

ねらい 陸の動物に変身して、楽しく表現することができるようにする。

導入（感覚づくりの運動）
〇心と体ほぐしの運動
（だるまさんがころんだ）
〇音楽に合わせて弾む、回る、
ひねるなどの多様な動きの
リズム遊び

展開
〇全体練習→グループ表現→
発表の3段階に分けた展開
〇ゲーム性をもたせた発表会
「ジェスチャーゲーム」



第５学年 「ボール運動」 令和２年１０月２９日

単元名 「プレルボール」

ねらい 自分のチームの特徴をいかし、助言し合いながら

ゲームをすることができるようにする。

導入（感覚づくりの運動）
〇本時につながる多様な
運動に取り組ませ、
ボール運動への意欲の
向上

展開
〇ICTや作戦盤の活用、

兄弟チームでの助言などの
話し合い活動の充実



第６学年 「体つくり運動」 令和２年１１月１２日

単元名 「吉田機動隊最終選別の章 ～体の動きを高める運動～」

ねらい 体の動きを高めるために、自己課題を見付けることが

できるようにする。

導入（感覚づくりの運動）
〇体ほぐしの運動に取り組み、
友達と関わりながら体と心
をほぐす活動



展開１ 課題のコースに
つながる運動

〇高めたい動きの明確化
（反復した単純な動き）

展開２ 課題のコース
〇俊敏性を高める多様な動き
をする場の工夫
〇ICT活用。

動きの把握や話合い活動の
充実



第４学年 「器械運動」 令和３年２月１８日

単元名 「跳び箱運動」

ねらい 技のポイントを考えながら練習に取り組み、

安定した台上前転をできるようにする。導入（感覚づくりの運動）
〇サーキット運動や既習
の技のチャレンジタイムを
設け、跳び箱に取り組む意
欲の向上



展開
〇掲示物や動画など活用し、
本時のめあてや技のポイント
の確認
〇ICT活用し、課題となる動き
の把握
〇児童同士の学びを深めるため
のグループ編成（異質集団）



環境部
１ オリジナル体操の制作
・ＨＡＰＰＩＮＥＳＳ体操 ・吉田っ子体操

・ストレッチ体操



２ 運動量確保を目指した業間運動

・巧みな動きが求められるステップ走

・リズムなわとび

３ マッスルタイム（器械運動教室）



４ 体力向上のめあての掲示

５ マラソンカードの改善

目標
距離

ご褒美
シール

児童A

児童B



６ 器械運動技のパネルの作成



・健康的なこんだて三つ星コンテスト
「ヨシュダン」の掲示

７ 運動意欲を高める掲示物の作成

・新体力テスト結果の掲示



家庭と学校をつなぐ部











成果◎と課題▲について

授業研究部 環境部 家庭と学校をつなぐ部

◎教材教具の工夫
◎ＩＣＴの積極的活用
◎補強運動・慣れの
運動の作成

◎単元ごとの場の
設定の共同利用

▲体力、意欲の高ま
りを数値化・分析

▲教具の充実

◎児童の掲示物へ
の興味・関心

◎マッスルタイムへ
の児童の意欲

▲体力目標の
振り返りの充実

◎ハピネスの内容
◎朝ごはんの課題へ
の児童の意欲

◎食事系のものは
家庭と連携できた

▲保護者からの声が
学校に届いたので、
続けることが必要


